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幸せを運ぶ蜂
　４月に入ると街中に菜の花や桜が満
開に咲き誇りました。どこからともな
く蜜を求めて飛び交う蜂や蝶たちが

「春だよ」と教えてくれているようで
す。この蜂を眺められる時間が貴重な
ことに気付き、蜂たちが幸せを運んで
いるように感じました。

今
月
の
表
紙

人権啓発シリーズ㉖
あなたの当たり前が、誰かを傷つけているかも。
～犯罪被害者の人権について考えるための『気付き』のヒント～

　○マスコミによる報道は、しかたない。
　○私たちには、知る権利がある。
　○自分は犯罪被害者にはならない。
　
　犯罪被害者にならないと言い切れる人はいません。誰もが、
突然に被害者になってしまう可能性があるのです。
　もし、自分のことだったらという視点から、何ができるかを
考えてみましょう。


